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ηϯλʔڀݚज़ٕۀ೶ݝۄ࡛
৔ݧࢼتٱ

ࣲ⃻　ѯ

͸͡Ίʹ

χϗンナシ b ؁ଠ ` は高౶度の൩生
品種で，産஍でのظ଴が年々高まって
いる。一方，成ख़ظにおける果ൽ৭の
มԽがগなく，収֭ظの判断が೉しい
ことが՝୊となっている。また，࡛ۄ
におけるݝ b ؁ଠ ` の収֭࢝は൴؛の
であり，ۙ年収֭લの高温によるΈޙ
つ঱が໰୊となっている b ৽高 ` に代
わる品種として，൴؛ग़ՙに޲けた収
められている。そこٻのલ進Խがظ֭
でຊ研究では， b ؁ଠ ` の収֭適ظに
ついて検討するとともに，ジベレリン
ϖーストॲ理による，収֭ظલ進Խ効
果を確認した。

���ऩ֭దظのݕ౼

	�
Թؾ�

材料および方法
試تٱज़研究ηンターٕۀ農ݝۄ࡛

験場植栽，高接͗ b ؁ଠ `（2019 年に
13 年生）を用いた。2013 年ʙ 2019
年において，ຬ։೔（थ全体のうち 8
ׂが։Ֆした೔）およͼ収֭࢝を調査
した。加えて，ຬ։ޙ 42 ೔間のฏۉ
気温を，場内にઃஔされているتٱ市
アメダスσータよりࢉग़した。

ʻ結果ʼຬ։ޙ 42 ೔間のฏۉ気
温と b ؁ଠ ` の収֭࢝について，図
-1 に示した。ຬ։ޙ 42 ೔間のฏۉ
気温（ˆ）をॎ࣠，高接थの収֭࢝

（ຬ։ޙ೔਺）をԣ࣠にஔくと，Z�ʕ
0.1584Y�44.281 の一次関਺ࣜがಘ
られた。R� ஋は，0.7467 であった。
考察

χϗンナシの果実ൃ育が気温の影
響をडけるのは༮果ظのΈで，ຬ։
ޙ 33 ೔間の気温とຬ։ظから収֭ظ
までの೔਺は௚ઢ関係があり，生育中
の気温の影響は΄とΜどडけないظޙ

（ਿӜら 1995）。ຊ研究においても，
b ؁ଠ ` の༮果ظのฏۉ気温と，収֭
࢝までの೔਺との間に௚ઢ関係がݟら
れた。一方，ಘられたࣜをར用して，

2020 年の b ؁ଠ ` の収֭༧測を行っ
たとこΖ，収֭࢝は༧測よりも 10 ೔
Ҏ্ૣくなった。େ୩（2007）は，
χϗンナシ b ๛ਫ ` ではຬ։ޙ 38 ೔
間，χϗンナシ b にっこり ` ではຬ։
ޙ 42 ೔間のฏۉ気温に加え，収֭༧
定೔લのฏۉ気温を用いることで༧
測ਫ਼度が高まると報告している。した
がって，b ؁ଠ ` においても，収֭༧
定೔લの気温も含めた༧測ࣜを作成す
ることで，༧測ਫ਼度が高められると考
えられた。なお，ຊࣜは高接͗थにお
ける༧測ࣜであるため，௨常थでの検
討が必要である。

	�
ɹຬ։ޙ೔਺ɼ஍৭

材料および方法
تٱज़研究ηンターٕۀ農ݝۄ࡛

試験場植栽，b ؁ଠ `（高接͗ 2019 年
に 13 年生 2 थ，බ໦ 2019 年に 6 年
生 6 थ）を用いた。2019 年におい
て， ຬ ։ 158 ʙ 195 ೔ 9�18）ޙ ʙ
10�24）まで 3 ʙ 6 ೔間ִで 10 果を
無作ҝに࠾औし，果実品質（果実重，
஍৭，比重，౶度，pH，果೑ߗ度）
と৯ຯ（ະख़不可৯，可৯ 1；シϟリ
感有，可৯ 2；シϟリ感無，աख़不可
৯）を調査した。

ʻ結果ʼ b ؁ଠ ` の収֭೔が果実品
質およͼ৯ຯにٴ΅す影響について，
表 -1 に示した。౶度は，ຬ։ 158 ೔
ঢ্ޙに有意に௿かったが，そのޙ
した。৯ຯは，ຬ։ 158 ೔ޙはະख़
不可৯Ҭ，164 ʙ 192 ೔ޙは可৯Ҭ，
195 ೔ޙはաख़不可৯Ҭであった。可
৯の中で，シϟリ感を感͡られる可৯

χϗϯφγ b؁ଠ `ʹ͓͚Δऩ֭దظのݕ౼
ͳΒͼʹδϕϨϦϯϖʔετॲཧ͕ऩ֭ظ
͓ΑͼՌ࣮඼࣭ʹٴ΅͢Өڹ

図 -1　ຬ։ �2 ೔ؒのฏؾۉԹͱ b ؁ଠ ` のऩ֭࢝Ί
図-1 満開42⽇間の平均気温とʻ⽢太ʼの収穫始め
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1 Ҭと判定されたのは，164 ʙ 175
೔ޙであった。

図 -2 では，可৯Ҭと判定されたຬ
։ 164 ʙ 192 ೔ޙについて，収֭ظ
લ൒（ຬ։ 164 ʙ 175 ೔ޙ）とޙ൒（ຬ
։ 180 ʙ 192 ೔ޙ）に分けて，஍৭
͝との֤৯ຯ評価の比率をٻめた。લ
൒では，஍৭ 1.5 ʙ 2.5 で可৯ 1 Ҭ
が࠷も多くなった。ޙ൒では，஍৭
1.5 ʙ 2.0 で可৯ 1 Ҭが࠷も多くなり，
஍৭ 2.5 で可৯ 2 Ҭが࠷も多くなっ
た。両時ظともに，஍৭ 1.5 Ҏ下では
౶度 13 度を下ճった（σータུ）。
考察

b ؁ଠ ` では，収֭ظલ൒は஍৭ 2
ʙ 2.5 程度，ޙ൒は஍৭ 2 程度で収
֭を行うことにより，果೑のシϟリ感

を残すことができると考えられた。b๛
ਫ ` では，ಉ一஍৭で比較すると，収
の方が生理ো害のظޙよりもظલظ֭
ൃ生が多く，その程度も進Μでいる（ֿ
Ӝら 1981）。したがって，b ؁ଠ ` に
おいても収֭時ظによって஍৭と೑質
にずれが生͡る可能性がある。

���δϕϨϦϯϖʔετॲཧ
͕ऩ͓֭ظΑͼՌ࣮඼࣭ʹ
ڹӨ͢΅ٴ
材料および方法

̍とಉ様の高接थを用い試験を行っ
た。2015 ʙ 2018 年には，ຬ։ 30 ʙ
40 ೔ޙにジベレリンϖースト（Ҏ下
GA）を果ߎにॲ理し，適ظ収֭を行
い，果実品質を調査した。2019 年に

は，ຬ։30ʙ40೔ޙにGAॲ理を行っ
たޙ，ຬ։ 50 ೔ޙおよͼ 80 ೔ޙにそ
れͧれା（খྛ製ା，ೕന特େ）をかけ，
適ظ収֭を行い，果実品質を調査した。
結果

b ؁ଠ ` への GA ॲ理が収֭ظと果
実品質にٴ΅す影響について，表 -2
に示した。GA ॲ理により，4 年間を
௨して収֭੝は有意にૣくなった。果
実重およͼ౶度は 3 年間，果೑ߗ度
は 2 年間有意に高くなった。

なお，GA ॲ理によるΈつ঱౳の果೑
ো害のൃ生はݟられなかった（σータུ）。

b ؁ଠ ` における GA ॲ理とඃାॲ理
のซ用が果実品質にٴ΅す影響につい
て，表 -3 に示した。GA ॲ理により収
֭੝は有意にૣく，果実重は有意にେ
きくなった。ຬ։50೔ޙのඃାにより，
80 ೔ޙよりも౶度と果೑ߗ度が有意に
্ঢしたが，果実重は有意に減গした。
GA ॲ理果では，ඃା時ظによる果実
重の有意ࠩはݟられなかった。
考察

χϗンナシ b ਫ޾ ` では，GA ॲ理に
よるख़ظ促進や果実ංେ効果が認めら
れる（高੉ら 1982）。ຊ試験において
も，b ؁ଠ ` への GA ॲ理により，ख़ظ
促進効果がݟられ，年によっては果実
ංେ効果がݟられた。加えて，GA ॲ
理により౶度や果೑ߗ度が高まる޲܏
もݟられた。一方，χϗンナシ b ৽ਫ `
では，GA ॲ理による౶度や果೑ߗ度
の্ঢはݟられない（੢1983 ݩ）。ま
た，ຊ試験場でもຖ年，b ਫ޾ ` に対し
GA ॲ理を行っているが，౶度や果೑
られていない。しݟ度の্ঢ効果はߗ

ද -1　b ؁ଠ ` のऩ֭೔͕Ռ࣮඼࣭およͼ৯ຯにٴ΅͢Ө（�201）ڹ

158 543 1.4 ey) 12.5 b 4.83 a 4.6 a 2.1 e

164 606 1.7 de 0.996 a 13.4 a 4.84 a 4.6 a 2.8 d

170 602 2.1 cd 0.997 a 13.3 ab 4.82 a 4.4 ab 3.1 c

175 602 2.4 c 0.991 ab 13.6 a 4.78 abc 4.2 abc 3.2 bc

180 656 2.6 bc 0.987 ab 13.6 a 4.81 ab 4.0 bcd 3.4 ab

186 640 3.0 b 0.977 bc 13.8 a 4.80 ab 4.0 bcd 3.4 ab

192 639 3.6 a 0.973 bc 14.0 a 4.73 bc 3.8 cd 3.4 ab

195 625 3.7 a 0.967 c 14.2 a 4.71 c 3.7 d 3.6 a

分散分析x) n.s.
z)～2.6：未熟不可食，2.7～3.2：可食1，3.3～3.4：可食2，3.5～過熟不可食
y)同縦列の異符号間にTukey-HSD検定で5%水準の有意差あり
x)一元配置分散分析で＊は5%，＊＊は1%水準の有意差あり
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たがって，b ؁ଠ ` の GA ॲ理による౶
度や果೑ߗ度の্ঢは，品種独特のも
のであると考えられた。

b ๛ਫ ` では，ຬ։ 30 ೔ޙの GA
ॲ理により，Έつ঱が多くൃ生する（ࠤ
間ら 1995）。一方，bٱ ؁ଠ ` では，
ຬ։ 30 ʙ 40 ೔ޙの GA ॲ理による
Έつ঱のൃ生はݟられなかった。した
がって，b ؁ଠ ` への GA ॲ理は，Έ
つ঱をൃ生さͤずख़ظ促進できるٕज़
としてར用できると考えられた。

୩ら（2019）は，bؠ ؁ଠ ` へのຬ
։ 50 ೔ޙのന一重ାのඃାにより，1

果重は減গし，౶度は্ঢすると報告
している。ຊ試験では，ຬ։ 50 ೔ޙ
のඃାに GA ॲ理をซ用することで，
ඃାによる౶度্ঢに加え，GA ॲ理
による収֭ظલ進Խや，果実ංେ促進
効果もಉ時にಘることができた。した
がって，GA ॲ理によりඃାによる果
実重௿下を཈੍できると考えられた。

���·ͱΊ

 ᶃ b ؁ଠ ` の収֭࢝は，ຬ։ޙ 42
೔間のฏۉ気温で༧測できると考えら

れる。ただし，年により༧測ਫ਼度に͹
らつきがあるため，ਫ਼度を高めるには，
収֭༧定೔લの気温も含めた༧測ࣜを
作成する必要がある。

ᶄ b ؁ଠ ` 収֭する際は，収֭ظલ
൒は஍৭ 2 ʙ 2.5 程度，ޙ൒は஍৭ 2
程度を໨҆に収֭することで，౶度と
シϟリ感を確อできる。

ᶅ b ؁ଠ ` への GA ϖーストॲ理に
より，収֭ظをૣめることができ，࡛
ग़ՙも可能となる。ॲ理؛では൴ݝۄ
による果೑ো害のൃ生はݟられない。
GA ϖーストॲ理とຬ։ 50 ೔ޙのඃ
ାをซ用することで，収֭ظをૣめ，
౶度を্ঢさͤるとともに，ඃାによ
る果実重௿下を๷͙ことができる。
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ද -2　b ؁ଠ ` ΁の (A ॲཧ͕ऩ֭ظͱՌ࣮඼࣭にٴ΅͢Ө2016）ڹ ʙ 201�）

始 盛 終

有 9/20 9/26 10/4 665.6 13.8 4.85 4.3

無 9/27 10/1 10/7 577.3 13.2 4.80 4.2

- ＊＊ - ＊＊ ＊＊ ＊ n.s.

有 9/25 9/30 10/5 648.1 13.9 4.86 4.3

無 9/25 10/3 10/9 565.4 13.8 4.90 4.0

- ＊＊ - ＊＊ n.s. ＊＊ ＊＊

有 9/22 9/24 9/27 669.5 14.8 4.69 4.6

無 10/2 10/4 10/10 693.0 13.1 4.73 4.1

- ＊＊ - n.s. ＊＊ n.s. ＊＊

有 9/23 9/24 9/28 591.6 14.9 4.87 -

無 9/28 10/9 10/19 586.3 13.1 4.84 -

- ＊＊ - ＊＊ ＊＊ n.s.

z)t検定で＊は5%，＊＊は1%水準の有意差あり
y)一元配置分散分析で＊は5%，＊＊は1%水準の有意差あり

分散分析y)

2016

分散分析

2017

t検定

t検定z)

2018

果実重
(g)

2019

糖度
(brix)

pH
果肉硬度

(lb)

�̐ɻʻ⽢ଢʼ΃͹*$ॴཀྵ͗फ֯غͳՎࣰ඾࣯Ͷٶ·ͤӪڻʤ����ʛ����
年 GA処理

収穫期

ද -�　b ؁ଠ ` における (A ॲཧͱඃାॲཧのซ༻͕Ռ࣮඼࣭にٴ΅͢Ө（�201）ڹ

50 9/26 az) 3.9 a 584.1 a 16.1 a 4.84 5.0 a

80 9/26 a 3.4 ab 615.3 a 14.8 b 4.79 4.2 b

50 9/29 b 3.5 ab 442.4 b 15.9 a 4.83 4.6 ab

80 9/30 b  3.2 b 544.3 a 15.0 ab 4.78 4.4 ab

n.s.

4.81

4.80

4.83

4.78

GA処理 n.s.

被袋日 +

交互作用 n.s.

z)

y)

x)

同縦列の異符号間にTukey-HSD検定で5%水準の有意差あり

一元配置分散分析で＊は5%，＊＊は1%水準の有意差あり

二元配置分散分析で＊は5%，＊＊は1%水準の有意差あり

n.s. n.s.

n.s. n.s.

n.s. ＊＊

被袋80 9/28 3.3 579.8 14.9

＊ ＊＊ ＊＊
二元配置

分散分析x)

＊＊ ＊ ＊＊

n.s. n.s. n.s.

4.5

被袋50 9/27 3.7 513.3 16.0 4.8

GA処理無 9/30 3.3 493.3 15.4

4.3

＊＊ ＊＊ ＊

GA処理有 9/26 3.6 599.7 15.4 4.6

＊＊

無

一元配置分散分析y) ＊＊

地色
(c.c.)

果実重
(g)

糖度
(brix)

pH
果肉硬度

(lb)

有

GA処理

-３ ʻ⽢太ʼにおけるGA処理と被袋処理の併⽤が果実品質に及ぼす影響（2019

袋かけ日
(満開後日数)

収穫盛


